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Abstract：
The Global Program (GP) was launched in the Faculty of Tourism at Wakayama University in 2016. The GP is a part of 
the tourism curriculum where the students study tourism studies courses in English. The authors analyzed the student 
records to reveal the achievement and challenges in this ongoing program. Students took the GP courses up to 60% 
of the curriculum and actively engaged in overseas study activities. However, the scores of the language proficiency 
tests have not improved as expected in the program of learning tourism studies in English for four years. These results 
suggest three challenges in the GP structure: 1) The objective and the incentive of the program should be more specific 
for participants to have a clearer vision of their study plan, including their learning goals; 2) Well-developed language 
learning process should be provided inside the program; 3) The evaluation method for the program should be considered 
using an indicator other than student records. The study reveals that the GP framework encourages students to foster 
their global competence, an important skill required for everyone involved in tourism today. However, at the same time, 
the framework can exclude certain groups of students who are not interested in global issues. We conclude that tourism 
education in Japanese universities should provide a curriculum for all tourism students to acquire a multi-dimensional 
capacity, including fostering global perspectives. This case study contributes to current discussions on international 
education for tourism students in Japan, offering insights into what skills should be cultivated and what a building a “global 























年および 17 年入学の学生とし、入学前アンケート、2016 年 4



























































































































































































































































太 平 洋アジア観 光 協 会（PATA：Pacific Asia 
Travel Association）加盟
2014 ASEAN Plus Three Tourism Students Summit（タイ）
2014 ～ 2015 フィリピン大 学 ボホール島 Community based 
Tourism Project（フィリピン）
2015
国 連 世 界 観 機 関（UNWTO：World Tourism 






PATA Japan Wakayama University Student Chapter
（PATA日本和歌山大学学生支部）発足
ASEAN Plus Three Tourism Youth Summit（フィ
リピン）
2018 World Tourism Forum Lucerne パートナー大学加盟
















　GP 対象科目は、基礎専門科目20 科目（実習科目3 科目
を含む）、専門科目25 科目（内訳：コース科目12 科目、応
用科目9 科目、実習科目１科目、専門演習 2 科目、卒業論文










































Fundamentals of Tourism Studies
Introduction for Global Activity
World Tourism Destinations
Global Tourism Studies and Language
Japanese Culture/ Event Management
Leisure and Recreation
Research Methods in Tourism Studies
Local Producing for Tourism
Activity for Project/ International Organizations in Tourism
Tourism Policy and Law A ＆ B
Contemporary Issues in Tourism
Tourism in Japan/ Tourist Behavior











Tourism Marketing/ Sustainability and Management
Tourism Management A ＆ B/ Tourism and Culture A ＆ B
Tourism and Environment A ＆ B
Tourism and Local Community/ Tourism and Landscape
Cultural Studies for Tourism






Tourism Enterprise and Strategy
Urban Tourism/ Tourism and Diversity/ Heritage Tourism
Sport Tourism/ Project Management
Critical Issues in Tourism A ＆ B
Global Learning Advanced ＊
専門演習
・卒論 Global Seminar Ⅰ＆Ⅱ , Dissertation















基礎教育科目 英語ⅠⅡ A、英語ⅠⅡ B（1 年）英語Ⅲ A、Ⅳ A（2 年）
8 単位
4 単位
基礎教育科目 Tourism and Language A ＆ B（1 年） 4 単位









2020 年 9 月時点のデータを用いる。それぞれ対象者数は表５
の通りである x。第 1 期は 4 年満了、第 2 期は 3 年半の時点
のデータである。
　登録状況として、第 1 期では、仮登録後に本登録した者
が 25 名、仮登録後に本登録しなかった者が 15 名であった。
本登録を希望しない理由として、第二外国語の選択が英語に
限定されることを挙げる者が多かった。第 2 期は、本登録を





実際、第 1 期については 15 名中 14 名が、第 2 期について
は 41 名中 38 名が英語以外の第二外国語を選択した xi。
1．第１期の履修状況
（1）総取得単位数とGP 対象科目取得単位数
　図 1 は、本登録を行った学生（以下、本登録者）の GP
対象科目の取得単位数と、卒業時の総取得単位数を示した
ものである。総取得単位数は、卒業要件となる最小の 124 か
ら最大の 157 単位まで、GP 対象科目の取得単位数は最小の
２から最大の 52までと幅がある。第 1 期 102 名の総取得単
位数の平均は 128.1 であり、本登録者のそれは 132.2 である。
GP 対象科目の取得単位数別に 4 区分し（A= 0~10、B= 
11 ～ 29、C＝30 ～ 47、D＝48 単位以上）、総取得単位数
を見ると、認定が可能となる48 単位以上を取得した者（D）
の総取得単位数の平均は 136.4と最も高く、全体平均よりも
約 8 単位、本登録者平均より約４単位高い。GP 対象科目を
履修するということは、言葉の理解と授業内容の理解を要する
ことから、日本語で提供される科目と比較すると多くの時間を
要する。GP 対象科目の取得単位数が 48 単位以上の学生は
より多くの学修時間を費やしたと推察できる。
図 2 は、本登録者・非登録者別に、専門教育科目単位数
（80 単位）に占める GP 対象科目取得単位数の割合を表し
たものである。本登録者の中でも、その割合には幅があるのは、
途中で GP 登録継続を断念した者や、英語力維持の手段とし
て GP 対象科目の履修を利用したい者、関心のあるGP 対象
科目だけを履修したい者がいるためである。第 1 期では非登
録者の 36 人（46.8％）が GP 対象科目を1 科目も履修しなかっ
た一方で、32 人（41.6％）が GP 対象科目を履修し単位を
取得している。こうした状況から、本登録の有無にかかわらず、




























者 25 名中 1 名を除く24 名が、これらの授業科目のうち、少
なくとも1 科目の単位を取得している。
Global SeminarⅠ（専門演習）については、全体で 10 名
が単位取得しており、D グループではうち 1 名を除いて全員



































前→後 GP 　（%） 非 GP 　（%） 　合計 　（%）
なし→なし 9 36.0 57 74.0 66 64.7
あり→なし 6 24.0 14 18.2 20 19.6
なし→あり 7 28.0 4 5.2 11 10.8
あり→あり 3 12.0 2 2.6 5 4.9







なし→なし あり→なし なし→あり あり→あり
A 1 1 0 1 3
B 4 2 4 0 10
C 1 1 2 1 5
D 3 2 1 1 7








なっている太平洋アジア観光協会（PATA：Pacific Asia Travel 
Association）の国際会議で開催された PATA Development 






　本登録者 25 名の初年度 TOEIC IP のスコア平均は、仮
登録を行った 46 名平均と比較すると若干高い。初年度受験
以降、卒業までに外部の検定試験スコアの提出があったのが
13 件、そのうち 12 件が TOEIC、1 件が TOEFL iBT であっ
た。初年度受験以降に受験した検定試験のスコアの平均は
TOEIC のみで 114 ポイント伸びた。スコア算出の対象が限定
的であるため、正確な評価は困難であるが、全体として英語
力の若干の上昇を確認できる。











向上させる目的で 1 年次の前期と後期に 1 科目ずつ設けられ
た Tourism and Language の履修状況について、25 名のうち
2 科目を履修した学生が 14 名、1 科目のみ履修した学生が３
名であった。２科目を履修した学生が D グループ 7 名中 5 名、
C グループ 5 名中３名、B グループ 10 名中 4 名、A グループ





　第 2 期についても、第 1 期と同様の項目を概観する。第 2
期は最終学年前半期までの単位取得状況をもとに分析してい




GP 対象科目の単位については、第 1 期と同様最小の 6 単
位から最大 48 単位と幅がある。登録者全体の総単位取得















2 NA NA ＊ 0
1 2 3 ↑ 3
2 1 NA ＊ 0
B
3 3 3 － 1
3 2 NA ＊ 0
3 3 3 － 3
3 2 NA ＊ 1
3 1 NA ＊ 0
2 2 3 ↑ 1
2 2 NA ＊ 6
NA 1 NA ＊ 3
3 2 NA ＊ 1
NA 3 NA ＊ 3
C
3 2 NA ＊ 3
3 3 3 － 1
2 3 3 － 3
3 3 3 ↑ 2
3 2 NA ＊ 0
D
2 3 4 ↑ 1
3 3 3 ↑ 1
2 2 3 ↑ 3
2 1 3 ↑ 2
3 2 3 ↑ 0
2 2 3 ↑ 3




　1＝英検 3 級、2＝英検準 2 級、3＝英検 2 級
　（ただし GTEC580 点＝準 2 級、TOEIC540＝2 級に換算）
・①②については、TOEIC（L&R) を軸に 4 段階に区分。
　1＝290 ～ 445 未満、2＝445 ～ 530 未満、
　3＝530~730 未満、4＝730 ～ 880 未満、NA＝スコア無
・①②の比較については、↑＝上昇、ー＝変化なし、＊＝スコア無
・サポートクラス受講については、半期を1としてカウントした受講クラス数
十分達成 ほぼ達成 未達成 結果なし 合計
A 0 0 1 2 3
B 0 0 3 7 10
C 1 0 1 3 5
D 1 3 1 2 7










平均は 118.5 であった。総取得単位数の平均は D グループ
が 150.3 単位ともっとも多く、すでに卒業要件を超えている。
次いで C グループが 122.6となっている。
D グループは卒業に必要な 124 単位を約 25 単位超過して
単位取得しているが、GP 対象科目の取得単位数は、専門教


















2 期では、GP 対象科目を20~30％、30~40% 取得している非
登録者が合わせて 9 名おり、第 1 期と比較すると、履修者数
の増加ということだけでなく、履修科目数も増えている。
（2）GP 対象科目の履修傾向











Global Seminar Ⅰの単位取得者は 9 人にとどまった。
（3）海外学習経験
第 2 期の入学前後での海外学習経験については、本登録











録者のうち延べ７名が、PATA の国際会議で開催された PATA 
Development and Networking Academy に学生支部メンバーと
して参加している。
（4）英語力
　本登録者 27 名の初年度 TOEIC IP のスコア平均は、学
年全体（111 名受験）のスコア平均より20 ポイントほど高い。
初年度の全員受験以降、3 年半後の時点までに、外部の検
定試験スコアの提出があったものが 11 件、そのうち 9 件が
TOEIC、1 件が IELTS、1 件が英検であった。10 件は 1 ～
2年次に受験したスコアである。9件のTOEICのスコア平均は、
初年度 27 名のスコア平均と比較して、約 139 ポイントの上昇
が確認できる。






































GP 対象科目の履修については、第 1 期・2 期ともに 4 年
間ないし 3 年半で最大で 60％であった。基礎専門科目と専門
科目の科目区分において一方に偏ることなく、バランスのよい














前→後 GP 　（%） 非 GP 　（%） 　合計 　（%）
なし→なし 9 30.0 58 72.5 67 60.9
あり→なし 6 20.0 12 15.0 18 16.4
なし→あり 11 36.7 8 10.0 19 17.3
あり→あり 4 13.3 2 2.5 6 5.5
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　https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/sekaitenkai/（ 最 終 閲



















Organisation for Economic Co-operation and Development（2018）
Preparing our youth for an inclusive and sustainable world the OECD 
PISA global competence framework, OECD，https://www.oecd.org/
education/Global-competency-for-an-inclusive-world.pdf（最終閲覧日：








































ii　スーパーグローバル大学創成支援事業（Top Global University 
Project）に採択された 37 大学
iii　リクルートスタディサプリ（236）では 2020 年 12 月2日時点で 200 件
を超える。検索サイトによって件数は異なる。https://shingakunet.com/（最
















vii　通常の語学科目は、基礎教育科目に配置され、第 1 外国語と第 2
外国語を合わせて合計 12 単位必要である。
viii　2015 年度は英語による授業科目の増加を見越し、IEP よりも修了認





x　1 期分については 2020 年 3 月時点（4 年修了時）、2 期分については、









受理日　　2021 年 7 月12日
